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氏族仏教と国家仏教の相克
一　南山城における仏教の受容と展開　一

学位鞘求者　　史学　槻

中　曲　　正

内　容　の　要　旨

1．本研究の問題憩職と目的

国家仏教の観点で古代の日本仏教史を概観すると、その

定論は輿に曖昧であり、一応、大化改新から平安仏教の成

立までが広い意味での咽家仏教」の時代と馴され、古

代国家権力による仏教の保班と鮒刷を義春的な粟窮として

定消される。しかし、この古代国家の始点を召玲国家体制

の成立に求めるならば、班壷の「国家仏教」の時代は天武

槻以後の奈良時代に限定され、「奈良仏教」と同義となる。

さらに、辞令国家体制の頂点にある天畠の宗教的権威を構

成する神佃と仏教の「元化が揺らぎ分裂する天平期以後を

除くと、炎の語味での咽家仏教」の時代は、天就郡以後

の奈良時代前期（盤亀・養老年間）までに限定されるので

ある。逆に、「匡軌というものをより幅広く捉え、蘇我氏

が天畠の外戚として当代ならぶもののない政治的地位を柵

宜し、法典寺において仏教の保錐統制という国家的な役割

をになったと評価すれば、推古棚まで「国家仏教」の形成

を遡らせることは可能である。法興部は舶我氏の氏寺では

あっても、天就・持統間でさえ官大帝として糊別な存在で

あったさらに、国家から国家へとするいわゆる「公伝」

のあり方を、天畠の仏教受容の如何に関係なく考えるなら

ば、欽明柳に個家仏教」の起点を旺くこともあながち無

雌とは貰えないのである。ならば、個家仏教」の内実はど

うであろうれ

中央賂陶的律令国家体別を確立した天助師も中央の大

寺と国衝単位の地方仏教施設による全国官寺体制を志向し

て氏寺（私寺）を否定するが、天就・持緋柳（白鳳脚は

氏寺の造営が全国に爆発的に波及する時期である。奈良時

代前期（駐仏・養老年間）には、イ寺院併合令」により氏等

の盤馳統合政策を推進するが、甘個姻刃の形成と官寺体制

の盤僻が行われた国分寺造削唖の敢終的な推進者は、三

世一身披、墾田永年私財法の下で力をつけた郡司ら地方教

族屑であり、彼らこそ各地の氏寺脚の造営主体者な

のである。日本古代の仏教は、国家椎力により陳班・統制

がなされる従来の「国家仏教」の観点だけではその実柏に

迫ることはできない。むしろ、「国家仏歓Jと「氏族仏教」

の相克のうちに、その実像があらわれるのではないだろう

か，

木簡では、考古学的研究手法により、現在の京都仲南榔

地域の南山城における仏教追跡を対象として、「国家仏教」

と「氏族仏教」の相克を視点とする仏致文化の受容と伝播

の過程を追うことにより、その陣地性と普遍性を縦する。

2．本研究の構成ならびに各畔の餅約

餌一部「仏教の受容とその主体」では、仏教文化教人の

背凡として、氏等造営の主体者である地域袈族の特色とそ

の動向について、南山城の古墳と初期寺院の様相から把握

する。第一帝「仏教の受容と南山城の前方後円胞では、

まず、3他紀後準の大前方後円墳である仲井大願山古墳の

実態について確認し、闇燭台国を盟主とする倭国の時代」

から「ヤマト王権の時代」への変制札初代のヤマト王権

に括抗しその権威を某解しようと企てた勢力が『祀・糸田

に伝承され、しかも客数棚や柳本行燈山古墳などの王按

との結びつきが伝えられていることを示した。そのうえで、

樵井大塚山古姶で行われた「二つの盗前始祀」の比快から、

．5世紀後半段階で『紀・糸田に記服された伝承が、成立し

ていることを示した。

節二華「歴史関織の成立と横穴式石藷の猟人」では、ま

ず、山城における首長始の系譜を概観し、舌脚時代後切で

の南山城における突出した雛力の不在状況を把股するとと

もに、51瑚己後半以降の渡来人の軌向と横穴式石室の卑人

について倫じた。そして、南山城における古代氏族を概観

し、そのうえで、後期古墳と初期寺院の相関関係から、北

山城における楽氏と南山城における狛僻地）氏の動向を

顕在化させた。赦後に、、番三畢「仏教の受容と渡来人」で
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は、南山城における狛（揃泥）氏の渡来からその後の活躍

の実態を7概し、仏教文化の導入期にあってその地理的環

蟹と渡来人の存在が、南山城の仏教文化を大きく特徴付け

ていることを示した。

第二部「国家仏教の完成と在地利坑Jでは、南山抽こお

ける古代鞘院とその出土瓦の分析を通して、「在他の観点

から、主に古代葡院にあらわれた「私」的な要兼と「公（官）」

的な要舞を練ることにより、犀E地の仏教」と「中火の仏教」

両者のあり方を輪じた。窮一章「飛胤白鳳等院の創軌で

は、まず、南山城における飛鳥白鳳覇院の実憶を概観し、

満場乾舵満亀　平川廃寺が南山城の拠点朝院として、氏

寺でありながら「公（官）」的な野繋が強いことを示した。

そのうえで、7世紀後半の川原寺式非F丸瓦と瓦緻鎚塊の採

用により、この地域で伽藍造営が急速に進展する様相を示

した。

第二率「二ンつの郎城と古代司粗では、まず、森良山を

介して近接する平城札南山城に遷都した短命の郎・射二

京の二つの榔城が、南山城の既存葦院に与えた彫碑を概観

し、節」華で抽出した地点鞘矧こ加え、新たl瑚挿蹄が造

営される様子を確認した。そして、地政間における仏教政

策と山城における国分寺の造営の爽値に迫った。倣後に、

第三車「l国家仏教の完成と崩軌では、国分寺の造営と大

仏造立により国家仏教の完成とも冒される聖武棚以後の南

山城の寺院を概観し、拒武閲にいたる「山寺」の存在鰯

を示した。そのうえで、南山城の朝院ネットワークにも変

化が生じたこと、国単位での仏教舶ilJの体制が閻分寺を中

心として成立し山背同宿の影響が大きくなることを倫じた。

3．緒倫

南山城の仏教遮跡を考える場合、仏教文化の猟人抑こあ

ってその地理的環輿と旺来人の存在は大きな悪髄をもつ。

時の中央政権が所在する火和国と地方をつなぐ大動脈であ

る大和川と木池冊こあって、奈良山に接する木緋川の屈曲

部はまさに北の玄関口であり、南山城の地は人と文化が行

き交う王庄婁地点である。にもかかわらず、『紀・抱月には武

埴安彦に代数されるこの他での反乱信頼が頻出する。3世

糸己末、三十数面の三助緑神獣鏡が出土した橋井大塚山古墳

の出現以後、511雄己代には漁火な地方数力は久附け古墳群

に引き継がれるが、その勢力が凍過した6旺絶代には、、古

墳で見る限りこの他城での大きな鍬力は存在しない。7世

紀初所の仏教文化導入期、南山城は既存の中山、敷力と「今

来」の誠来人が混在する地1戒であった。そのような中、こ

の他で齢我氏との強闇な結びつきをもって、商馳寺が造営

されるのである。その背兜となっているのは、強力な地域

支配覿力による新たな祖先鵜拝のシステム猟人としての寺

院造営ではなく、新たな剋念としての仏教文化の受容に適

した渡来人としての役割と中央政権の強い敵恩によるもの

と考えられる。

日本列融こおける仏教文化の噂入期、旧来の袈族たちの

伝統的な寓と力を基盤とした「氏姓制度」による秩序は、

僻報氏への腕力の糸車により淘汰され、鮎果的に兼アジア

全体の共通秩序であるr祁令刑」猟人へと大きく動き出す。

交通の野師である南山城においてiも旧来の勢力はすでに

この時期に弱体化しており、岬の中火政権の新たな政治秩

序を桑蜘こ受け入れる新地を搾っていた。しかも、モザイ

ク状の地域雛カは、それぞれに新たな秩序の受容体となる

のである。その端緒は都句泥系波来氏族・漸施（狛）氏に

より開かれる。

南山励こおける飛鬼白鳳期の寺院進潜の伝播は、軒に漸

服等を出発点とする。飛胸春や川原寺と大臣拝啓周辺朝院と

の軒瓦の同氾姻係は、伸の中央政柏の強い関与を示してお

り、この状況は平城京・珊：二京・国分寺の造営とも運動す

る。南山励こおける中核等院の存在は、一躍してその官的

安東の強さを示しており、氏族の枠を越えた朝院ネットワ

ークを当初の段階からすでに備えていたようである。この

ことは、我が国の仏教文化受容の特色として説かれること

の多い「氏族仏教から同家仏教1とする園地が、この南

山城では極めて早い段階で成立していた可能性を示してい

る。あるいは、この図式そのものが存在しないのかもしれ

ない。氏寺としての性格が希碑であることは、この地域の

古代寺院における大きな伸也とすることが可能である。断

腸亀鑑溝敬判り廃寺の様相には、牲】∃すべきものが特

に多レ㌔

奈良時代、酷慣国分寺体制が成立すると、南山城の鞘院

ネットワークにも変化が生じる。周明立での仏教統制の体

制が国分寺を中心として成立し、中央政楠の敵い敵恩を背

鼎とした中核寺院や官立寺院と中小の在地朝院との二極化

が鮒－るものの、中火政権の怒恩を介した山城国師の彬

轡が大きくなるようである。そして、この影響は、附ム習

合と相まって山間部に立地する席界の寺に広がる新たな寺

院ネットワークを形成していくのである。このことはも従

†裾からの飛脇白鳳創雌萄院の変質を促し、新たに創建され

た寺院との結び付きを生じさせた。坤に、棚りな験力を得

るため、あるいは特別な淋し（法会）を必班とする飽地（壁

卯，湧水，索郎等）に聞かれた寺院には、すでに新たな時

代の仏教への期待が感じられる。国家仏教の完成を示す山
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城国分寺や井手寺に対し、笠旺寺，蘭庶寺，神雑器（馬場

南遮跡）の存在鰯は大きい㌔特に、神雄幸においては、

日常的な湧水（聖水）の祀りとともに、特別な傭礼（大規

模な燃燈り鴎，歌会（仏前唱歌），抑狼賭）の様相が明らか

となり、仏堂からは多動の塑像片が出土している。古代寺

院における法会の実値を知る殻重な池例である。

南山城における古代苛院の普通性と特剃三は、仏教文化

猟人の初州にあってはその先取性にある。そこには、交通

の要術としてのオ尋抑1の存在と、渡来人を介した地域勢力

のモザイク状構造があった。しかし、その先取性は中央政

権の独力な意思のもとに、氏寺には公（官）的期が本来

備わっていた。このことは、絆国l遡分寺体制の成立にあっ

ても、国衝の管理体制へのスムーズな順応を可能としたの

である。

南山城における古代寺院とその出土瓦を見る限り、従来

説かれてきた氏族仏教から国家仏教へとする園式は成立し

ない。むしろそこにあるのは、古代苛院における公（官）

的安来のll蝿であり、地域の拠点覇院であるか否かの菱で

ある。氏族仏教と国家仏教の相克において、公的側面が衆

面化していく過程とこ哩解したい。ここに、南山城における

古代寺院の酢屈性と抑異性があるのである。
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